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を利用した Tb(III) 錯体を提案した。また、エネルギー移動に伴うエネルギー障壁を見積もった。 




 第三章では、第一章で得られた Tb(III) 錯体をポリマー内に導入し、薄膜を作成して、温度依存性を検討した。逆
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 現在、熱流体センシング技術において、機能性分子を用いた感温・感圧塗料の開発の研究が進んでいる。本研究で
は、この塗料に用いられる感温分子の開発に、希土類錯体を用い、高性能感温分子の創製を試みたものである。その
成果を以下に示す。 
１）感温機構に新しいメカニズムとして、逆エネルギー移動を導入し、大きな温度依存性を示す希土類錯体の創製
に成功している。 
２）配位子の励起三重項と希土類イオンの発光準位の差と温度依存性の相関を検討し、新しい温度依存性過程を提
案している。 
３）薄膜に導入し、応用テストを行い、風洞実験での熱流体計測実験に用いることが可能であることを明らかにし
ている。 
４）多核化を利用し、これまで克服できなかった感温分子の欠点を克服している。さらに、ゼオライトをホスト分
子に用い、幅広い温度範囲での温度計測の可能性を示している。 
 以上のように、本論文は逆エネルギー移動を利用した高感度感温分子の創製に成功し、配位子の励起三重項と希土
類イオンの発光準位の差とエネルギー移動の温度依存性を明らかにしている。この結果をもとに、感温分子の配位子
デザインに新たな指針を与え、機能性分子の発展に大きく寄与するものであると考えられる。 
 よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
